
7-1.検討の進め方

　美咲町水道ビジョンに掲げた具体的方策を着実に推進するために、毎年度進捗

管理（モニタリング）を行い、また最低でも５年ごとに見直し（ローリング）を

行うことにより事後検証及び更新を実行します。

　広報やホームページ等を利用して、積極的な情報公開を進めながら、住民との

対話やパブリックコメント等により利用者ニーズの的確な把握を行い、社会情勢

や経営環境の変化等を踏まえながら事業運営を推進し、水道事業への理解と信頼

を得るために、可及的速やかに必要な対策を講じていきます。

図7-1.美咲町ホームページ（上下水道課）

７．検討の進め方とフォローアップ



7-2.フォローアップ

　水道ビジョンに謳った「持続」「強靭」「安全」の推進のためには、水道利用

者である住民と行政が水道事業に関する情報と課題を共有することが重要です。

　計画のフォローアップに当たっては、旧ビジョンにおいてＰＤＣＡサイクルを

事業運営上のモデルとして実行してきましたが、それを継承し、策定した美咲町

水道ビジョンを確実かつ円滑に実施していくために、連続的なフィードバックや

必要に応じた計画見直し等、継続的な取り組みを行います。

　各段階における作業内容は下記のとおりです。

①PLAN（計画）：実績や将来の予測などを基に業務計画や目標を作成する。

②DO（実施、実行）：計画に沿って事業を行う。

③CHECK（点検、評価）：事業実施が計画に沿っているか確認する。

④ACT（処置、改善）：計画に沿っていない部分の処置や計画自体の見直しを

　行う。

　業務指標（ＰＩ）等により問題点を抽出し、この水道事業管理サイクルに準じ

て事業運営を行います。

　その結果については広報誌やホームページ等により広く住民に公表し、有識者

や水道利用者の意見も踏まえながら適宜見直しを行っていきます。
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図7-2.水道事業管理サイクル
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